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48) 脳性小児麻揮患者の取扱い，特に結婚に就い
て
塩田病院塩田敬司
私は脳性小児麻痔患者向宏、が結婚した 2症例を経
験し，次のことを知った。 
1) 御互に身体障害者の相互扶助精神に燃え極め
て美しい夫婦生活を送っている。 
2) 健全な子供を得ることは可能である。 
3) 生活能力の点に於ては，適当な職業補導の行
はれない現在では不充分である。にも拘らず生殖能
力が先行することあり，従って結婚は奨励されて
も，その後の指導，監督を充分行う必要がある。 
49) 身体障害者の医療更生 (medicaIRehabilit圃 
ation)の概念
千葉県立身体障害者更生指導所
金子純雄
最近 Rehabilitationの問題が一般整形外科，外
科等の医学会に於て重要視され本年(昭和35年4
月)大阪に於ける第 33回日本整形外科学会総会民
於て多数の演題とは別にした「セクションJi[採り
出され論議された。
即ち整形外科臨床医家に於てもかなりの注目をひ
くようになったのである。一体 Rehabi1itationと
はどんな事か。 
Rehabilitationとは語源的には「旧態に復する」
と云う事，職場復帰或は家庭生活復帰に対する再教
育，指導を意味するものである。しかし我国民於て 
Rehabilitationの適訳の単語がないので更生指導
と云う言葉で表現している。更生と云う事は犯罪者
の社会更生にも用いられるし，古い衣服の仕立直し
をする事にも更生と言うことばが用いられる。宗教
的時iと基督教の所謂よみがえる意味にも用いられる
ようである。叉身体障害者の場合lζ於ても職場復帰
のための教育指導の面が強調され勝ちである。
結局は iRehabilitationは身体障害者に何かす
る」と云う事であるが米国の整形外科医である 
Henny H. KessIer (nationaI council on Reha-
bi1itation及び KesslerInstitute for RehabiIit-
ation)並びに Howard. A. Rusk (Institute of 
physical and medical Rehabilitationの Direct-
or)両氏は第三医学 (thethird phase of medic句 
ine)として必要性を唱え次の如き定義をつけてい
る。
狭義の考え方は医師の持つ考え方で純医学的見地 
l乙立っている。即ち薬物的手術的治療のため長期に
わたり「ベットJ K臥す患者に起り勝ちな身体的精
神的後退を防止するのみならずむしろ積極的にそれ
等を快復せしめる処置を総括している。
広義の考え方は身体障害者自身からの切なる願望
から出たらしい。即ち社会事業として身体障害者救
済事業にたづきわる者が彼の眼前広ある身体障害者
をおもう医学的処置がないものとして医師の忠告は
ヰを傾けない者がしばしばあったり叉医師の中でも
一般の純臨床的治療が終れば残存能力，失われた能
力快復に対する家庭的社会的処置を考える事なしに
退院させてしまうが者あるのでとれらに対する切な
る要望なのである。それで広義には「身体障害者を
出来る丈充分に身体的精神的，職業的かつ経済的に
快復させる事Jと云う事である。
本日は前者を中心とし私が前任地国立伊東保養所
在職時代の「スライド」により medicalRehabi1i-
tationの実際を供覧しつつ概念を紹介したい。
